
７ 年度事業計画書

<無利息による学資貸与事業>

１. 事業の目的

２. 事業の概要

３. 貸与対象者

４. 募集方法

５. 選考方法

６. 貸与計画

① 県内　 17 人＝ 万円

② 県外 36 人＝ 万円

53 人 万円

人 人新 規 30 継 続 23

貸与生の選考は、理事会において、応募者の学業成績及び経済的困窮の程度を勘案し、協

議の上決定する。その際、利害関係を有する理事は選考に加わることができない。（選考結果

から、多年度にわたる応募者数と新規採用数の推移を新規リーフレットに掲載し、広報に活用

する。）

令和

　本法人は、沖縄県内に住所を有する者の子弟のうち、優秀でかつ経済的理由により、修学

困難な学生に対し、学資を無利息で貸与する奨学金事業を実施することにより、沖縄県の教

育・文化及び産業に貢献できる優秀な人材の育成に資することを目的とする。

本事業は、那覇市からの補助金を運営費として活用し、貸与を終了した方からの償還金と一

般からの寄附金を奨学金貸与事業の主な財源としており、応募者に対して、学業成績及び家

庭の経済的状況を勘案して、当理事会で選考の上、貸与事業を行っている。

引き続き1年以上沖縄県に住所を有する者の子弟で、学校教育法に定める大学（大学院及び

短期大学を含む。）、高等専門学校（4年及び5年在学に限る。）及び専修学校（専門課程に限

る。）に在学しており、かつ、学業・人物共に優秀であり、学資の支払いが困難と認められる

者。

募集要項及びポスターを県内の高等学校、大学、高等専門学校及び専修学校に送るほか、

リーフレットを作成して一般に頒布し、また、那覇市広報紙等に掲載し広報を図る。

３万円×１２ヵ月× 612
５万円×１２ヵ月× 2,160

合 計 2,772



７. 資金計画

８. 事業実施計画

４ 月 貸与生募集（募集締め切り：３０日）

５ 月 貸与生選考

６ 月 貸与生決定通知・貸与説明会　

７ 月 貸与金支出（４～７月分、翌月から毎月支出）

７ 月 ～ 令和８年度貸与生仮申し込み受付開始

８ 月 ～ 滞納催促（電話、文書通知、自宅訪問等）

２ 月 翌年度貸与生募集願書配布

 令和 ７年度の予算編成にかかる資金計画については、貸与資金として寄附金の目標を 500

万円とし、これに貸付回収金 1,924万3千円、貸付積立預金から 500 万円を繰り入れた 2,924

万3千円 とする。

 また、事務運営資金として、那覇市からの補助金 334万7千円、雑収入等の 17万1千円、事

務管理積立預金から 400万円を繰り入れ、繰越金 47万4百円を含めた798万8千4百円とし、

資金総額 3,723万1千4百円 を確保する。

通 年 　企業等へ寄附依頼し、高額寄附者に対しては公益財団法人那覇市育英会表

彰規則第４条の規定に基づき感謝状の贈呈を行う。


